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四半期報告書提出予定日 平成22年２月12日

1. 平成22年３月期第３四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第３四半期 3,385 △12.4 △163 ― △165 ― △228 ―

21年３月期第３四半期 3,865 ― △6 ― 37 ― △106 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年３月期第３四半期 △33 11 ―
21年３月期第３四半期 △14 59 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年３月期第３四半期 9,558 8,492 85.3 1,182 73

21年３月期 9,842 8,866 86.7 1,238 5

(参考) 自己資本 22年３月期第３四半期 8,154百万円 21年３月期 8,536百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 ― 00 00 ― 12 50 12 50

22年３月期 ― 00 00 ―

22年３月期(予想) 12 50 12 50

3. 平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,640 △7.0 △329 ― △312 ― △360 ― △52 35
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  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (3)をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 

 業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「3．連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

  [新規  ２社 (社名 株式会社ＦＴＣ、株式会社シオン)

  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (1)をご覧ください。]

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (2)をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 有

22年３月期第３四半期 7,340,465株 21年３月期 7,340,465株

22年３月期第３四半期 446,091株 21年３月期 445,291株

22年３月期第３四半期 6,894,813株 21年３月期第３四半期 7,311,652株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、所謂エコカーなど一部で順調な消費も見られます

が、企業全般においては、先行きの懸念から採用や賃金の抑制が続いており、雇用情勢や所得環境には改

善の兆しがなく、消費者の生活防衛意識はなお高く、節約志向や低価格志向がより強まる傾向にあり、再

びデフレスパイラルが懸念される状況になっております。 

縫い糸市場におきましては、全般的な衣料品の売れ行き低迷と販売競争激化の影響を受け、縫製業や縫

製副資材関連業は、かつてない厳しい事業環境が続いております。 

このような状況の中、当社グループは、昨年10月に連結子会社である株式会社ＦＴＣが東洋紡ミシン糸

株式会社の事業の一部を譲受けるとともに糸卸商である株式会社シオンの全株式を取得することにより、

国内での販売シェア拡大のほか、引き続き競争力の強化や手作りホビーの需要掘り起こしなどに努めまし

たが、日本・中国共に縫製市場低迷による受注減少が大きく、この結果、当第３四半期連結累計期間にお

ける売上高は、3,385百万円（前年同期比12.4%減）となりました。 

 また利益面では、大幅な売上高の落ち込みや、国内生産拠点の移転統合に伴う償却費の増加などによる

売上総利益の減少、受取利息・受取配当金の減少、及び貸倒引当金の増加などの減益要因により、営業損

失は、163百万円（前年同期は6百万の営業損失）、経常損失は165百万円（前年同期は37百万円の経常利

益）、四半期純損失は、228百万円（前年同期は106百万円の純損失）となりました。なお上述の国内両子

会社は、ともに事業年度の末日を１月末としているため、当第３四半期連結累計期間では、両社の10月度

の業績が連結されております。 

  

当第３四半期連結累計期間における部門別の概況は次の通りであります。 

  

家庭糸部門 

上述の通り、消費者の節約志向や低価格志向など、生活防衛意識は第３四半期連結会計期間においても

引き続き高く、手作り手芸分野は、全般的に低調な状況が続いており、家庭用縫い糸の需要も回復の兆し

が感じられません。このような中、当社グループは、引き続き国内シェアのさらなる拡大、需要の掘り起

こし、海外市場へのアプローチに努めております。また、昨年の第３四半期連結会計期間は、価格改正に

伴う駆け込み受注の反動で販売が大きく落ち込んだことから、昨年の当該会計期間との比較では減少幅が

縮小しております。この結果、当部門の売上高は、1,240百万円（前年同期比10.0％減）となりました。 

工業糸部門 

長引く消費マインドの低迷により、国内の衣料品は、一部のカジュアル分野を除いて売れ行き不振が続

き、日本・中国ともに国内向け衣料品の生産減少が続いている上に、消費者の低価格志向を睨んだ価格競

争が激化する傾向にあり、数量減と価格下落の影響を受ける縫製業や縫製副資材関連業は、引き続き厳し

い状況が続いております。  

 このような中、当社グループは、上述の通り、10月以降、縫い糸製造会社である株式会社ＦＴＣと卸販

売会社である株式会社シオンの２社をグループに加え、工業用縫い糸の国内シェアの拡大を目指しており

ます。 

 これらの結果、当部門の売上高は、2,091百万円（前年同期比14.4％減）となりました。  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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その他部門 

当部門は、縫い糸半製品や手芸関連商品の販売が主なものでありますが、中国子会社での手芸関連商材

の日本向け輸出が増加傾向にあることから、当部門の売上高は、53百万円（前年同期比27.9％増）となり

ました。 

（なお、日本および中国の所在地別セグメント情報は12ページをご覧ください。） 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて283百万円減少し9,558百万

円となりました。主な増減は、流動資産では、現金及び預金の増加198百万円、たな卸資産の増加402百万

円、固定資産では、有形固定資産の減少111百万円、投資その他の資産のその他に含まれる長期性預金の

減少700百万円などがあり、流動負債のその他に含まれる生産拠点移転統合損失引当金の減少100百万円が

ありました。純資産は、利益剰余金の減少319百万円、その他有価証券評価差額金の減少69百万円などに

より373百万円の減少となりました。 

  

第４四半期につきましても、国内経済の状況、衣料品の消費と生産の現状などを踏まえ、第３四半期連

結累計期間の事業環境が大きく改善されることは期待できません。平成21年11月10日発表の第２四半期決

算短信でお知らせの通り、当社グループは「国内販売シェアの拡大」を目的の一つして、株式会社ＦＴＣ

および株式会社シオンを新たな連結子会社とし、10月から当社グループ業績に影響しており、第２四半期

決算短信における通期の業績予想には、これら両社の業績も織り込み済みであります。したがって平成21

年11月10日に発表いたしました平成22年３月期の業績予想につきましては、今回の業績開示に伴っての変

更はいたしておりません。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 (主要な関係会社の異動) 

 平成21年９月７日付で、当社の連結子会社として株式会社ＦＴＣを設立いたしました。 

 平成21年10月10日付で、株式会社シオンの全株式を取得し、当社の連結子会社といたしました。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 連結子会社においては、棚卸資産の簿価切下げに関し、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産の回収可能性の判断 

 前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化又は大幅な変動

がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法、あるいは前連結会計年度末以降に経営環境等、または、タックス・プラン

ニングに当該著しい変化又は大幅な変動による影響を加味したものを使用する方法によっておりま

す。 

  

表示方法の変更 

(四半期連結貸借対照表関係) 

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月

７日 内閣府令第50号)の適用に伴い、前第３四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として

掲記されていたものは、当第３四半期連結会計期間は、「商品及び製品」として一括掲記しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間に含まれる「商品」「製品」は、それぞれ30,671千円、

1,186,084千円であります。 

また、前第３四半期連結会計期間において、「原材料」と流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵

品」(10,814千円)は、当第３四半期連結会計期間より「原材料及び貯蔵品」として一括掲記しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間に含まれる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ346,787千円、

13,958千円であります。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,435,762 2,237,013

受取手形及び売掛金 1,255,144 1,232,134

商品及び製品 1,216,756 1,090,239

仕掛品 952,823 676,126

原材料及び貯蔵品 360,746 361,682

その他 112,783 85,106

貸倒引当金 △14,537 △13,152

流動資産合計 6,319,478 5,669,150

固定資産   

有形固定資産 1,828,995 1,940,719

無形固定資産 99,991 97,693

投資その他の資産   

投資有価証券 801,457 878,875

その他 510,421 1,367,954

貸倒引当金 △1,541 △111,895

投資その他の資産合計 1,310,338 2,134,934

固定資産合計 3,239,325 4,173,347

資産合計 9,558,804 9,842,498

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 240,595 171,660

短期借入金 57,628 57,730

未払法人税等 7,231 7,814

賞与引当金 17,511 69,664

その他 290,260 360,371

流動負債合計 613,226 667,241

固定負債   

退職給付引当金 110,685 2,362

役員退職慰労引当金 135,775 123,680

その他 206,246 182,776

固定負債合計 452,708 308,818

負債合計 1,065,935 976,059
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 923,325 923,325

資本剰余金 758,014 758,014

利益剰余金 6,489,552 6,809,445

自己株式 △105,504 △105,286

株主資本合計 8,065,386 8,385,497

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 110,570 179,777

為替換算調整勘定 △21,797 △28,707

評価・換算差額等合計 88,772 151,070

少数株主持分 338,709 329,869

純資産合計 8,492,868 8,866,438

負債純資産合計 9,558,804 9,842,498
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

売上高 3,865,126 3,385,140

売上原価 2,734,253 2,410,486

売上総利益 1,130,872 974,654

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 75,938 75,047

販売促進費 138,802 120,117

広告宣伝費 14,026 10,460

役員報酬 37,444 37,619

給料及び手当 320,892 345,176

従業員賞与 81,240 70,884

賞与引当金繰入額 10,224 8,993

役員退職慰労引当金繰入額 11,580 12,041

退職給付費用 18,829 36,090

法定福利費 60,377 59,712

旅費及び交通費 47,009 38,698

賃借料 19,278 22,407

支払手数料 38,922 41,017

減価償却費 63,627 64,453

研究開発費 49,872 44,854

その他 149,548 150,489

販売費及び一般管理費合計 1,137,615 1,138,064

営業損失（△） △6,742 △163,409

営業外収益   

受取利息 19,107 8,610

受取配当金 20,998 12,191

為替差益 9,435 －

不動産賃貸料 8,045 8,045

その他 8,987 9,407

営業外収益合計 66,573 38,255

営業外費用   

支払利息 2,971 3,766

不動産賃貸原価 2,223 2,223

貸倒引当金繰入額 － 30,446

有価証券評価損 15,940 －

その他 1,292 4,164

営業外費用合計 22,427 40,601

経常利益又は経常損失（△） 37,404 △165,755
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 1,262 －

貸倒引当金戻入額 1,285 －

特別利益合計 2,548 －

特別損失   

固定資産売却損 5 98

固定資産除却損 3,695 809

生産拠点移転統合損失 31,532 234

和解金 － 4,356

その他 － 191

特別損失合計 35,234 5,689

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,718 △171,445

法人税、住民税及び事業税 6,865 12,791

法人税等調整額 58,628 28,698

法人税等合計 65,493 41,489

少数株主利益 45,908 15,319

四半期純損失（△） △106,683 △228,254
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

4,718 △171,445

減価償却費 196,549 270,387

有価証券評価損益（△は益） 15,940 △1,943

固定資産売却損益（△は益） △1,256 98

固定資産除却損 3,695 809

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,869 31,037

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,176 △52,152

前払年金費用の増減額（△は増加） 7,451 36,201

退職給付引当金の増減額（△は減少） 284 △1,199

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,180 12,095

生産拠点移転統合損失引当金の増減額（△は減
少）

△7,444 △100,300

受取利息及び受取配当金 △40,105 △20,801

支払利息 2,971 3,766

売上債権の増減額（△は増加） △356,889 △2,395

たな卸資産の増減額（△は増加） 216,885 △3,534

仕入債務の増減額（△は減少） △58,546 60,334

未収消費税等の増減額（△は増加） － △24,334

未払消費税等の増減額（△は減少） △46,464 25,929

その他 165,444 36,117

小計 17,006 98,672

利息及び配当金の受取額 31,513 21,668

利息の支払額 △2,971 △3,766

法人税等の支払額 △20,175 △11,113

営業活動によるキャッシュ・フロー 25,374 105,461

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △99,644 －

有価証券の償還による収入 200,000 －

定期預金の預入による支出 △100,000 △300,320

定期預金の払戻による収入 500,000 1,100,000

有形固定資産の取得による支出 △764,271 △63,575

有形固定資産の売却による収入 1,223 9

無形固定資産の取得による支出 △15,783 △9,629

投資有価証券の取得による支出 － △39,280

貸付金の回収による収入 3,770 13,658

貸付けによる支出 △45,000 △50,000

事業譲受による支出 － △389,910

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 14,718

その他 2,054 8,518

投資活動によるキャッシュ・フロー △317,650 284,188
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △1,478 －

自己株式の取得による支出 △1,109 △218

配当金の支払額 △91,263 △80,831

少数株主への配当金の支払額 △23,193 △7,756

リース債務の返済による支出 － △3,319

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,045 △92,126

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,768 905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △421,090 298,429

現金及び現金同等物の期首残高 1,387,156 1,637,013

現金及び現金同等物の四半期末残高 966,066 1,935,442
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当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

当社及び連結子会社は、縫い糸・刺しゅう糸及び手芸用各種糸の製造、販売のみを事業として行って

おりますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

当社及び連結子会社は、縫い糸・刺しゅう糸及び手芸用各種糸の製造、販売のみを事業として行って

おりますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 
  

 
（注） 当社は、従来、機械装置のうち撚糸設備並びに仕上設備の耐用年数を11年として減価償却を行ってきました

が、法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）に伴い、法定耐用

年数及び資産区分が見直されたことにより、７年に短縮された当該耐用年数が経済的使用可能予測期間に見合

うものと認められたため第１四半期連結会計期間より当該耐用年数に変更しております。 

    この変更に伴い、従来の方法に比較して、当第３四半期連結累計期間における「日本」の営業費用が14,314 

千円増加し、営業損失が同額増加しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

中国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,977,478 887,648 3,865,126 ― 3,865,126

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

247,106 706,112 953,219 (953,219) ―

計 3,224,584 1,593,761 4,818,345 (953,219) 3,865,126

営業利益又は営業損失(△) △130,995 131,262 266 (7,008) △6,742

日本 
(千円)

中国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,678,589 706,551 3,385,140 ― 3,385,140

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

183,593 343,321 526,914 (526,914) ―

計 2,862,182 1,049,872 3,912,054 (526,914) 3,385,140

営業利益又は営業損失(△) △235,308 69,337 △165,970 2,560 △163,409
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前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 
  

 
（注）海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

 
（注）１.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 ２.その他の地域の主な国は、韓国であります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 該当事項はありません。 

【海外売上高】

中国

Ⅰ 海外売上高(千円) 887,648

Ⅱ 連結売上高(千円) 3,865,126

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 23.0

中国 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 706,551 15,260 721,811

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 3,385,140

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 20.9 0.5 21.3

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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